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ふえをふくねこ



あるところに　ふえをふくねこが　いました。

ねこは　ふえをふくのが　だいすきでした。



ねこには　おきにいりの　ばしょが　ありました。

それは　おかのうえの　おおきな木のしたです。

はれた日に　こもれびが　きらきらと　ゆれるようすは

こころはずむ　うつくしさでした。

ねこは　このおかに　ひとりで　くらしていました。



ねこの　うまれたいえは　いいあらそいが　たえない　いえでした。

それは　おとうさんと　おかあさんの　なかが　とてもわるかったためです。

おとうさんと　おかあさんは　それぞれのかかえる　くるしさを　いつも

おたがいに　ぶつけあっていました。

ねこは　できるだけよく　いいつけをまもり、かぞくが　なかよくなるようにねがい

できるかぎりの　どりょくをしたのですが、そのねがいは　とどきませんでした。

みにくい　ののしりあいの　つづくいえは　とても　くらく　かなしい　いえでした。

そこで　あるひ　ねこは　そのいえを　はなれることを　けっしんしたのです。

ながいたびをして　たどりついたのが　このおかでした。



ためしよみ
は

ここまでです


